
 

 

経 済 建 設 常 任 委 員 会 

 

 

１．日  時  平成29年12月18日（月） 

        午前10時13分 開会   午前10時58分 休憩 

午前11時18分 再開   午後０時18分 休憩 

午後１時28分 再開   午後２時06分 閉会 

 

２．場  所  第４委員会室 

 

３．出席委員  高野哲郎委員長、浅村起嘉副委員長、井田秀喜委員、二木攻委員、 

橋本米子委員、表靖二委員、浅野清利委員 

 

４．欠席委員  なし 

 

５．委員会の議題 

＜都市創造部＞ 

【まちデザイン第１課】 

＜報告事項＞ 

 ・北陸新幹線の進捗状況について 

・沖周辺土地区画整理事業に伴う町の区域の変更及び字の区域の廃止について 

・屋外広告物条例制定に向けての考え方 

・第１９回こまつまちなみ景観賞最終結果について 

  

  【建築住宅課】 

 ＜報告事項＞ 

     ・空き家対策にかかる国の動向について 

   

＜環境共生部＞ 

【エコロジー推進課】 

    議案第85号 小松市環境美化センター条例及び小松市廃棄物の減量化及び適正処理等に

関する条例の一部を改正する条例について 

＜報告事項＞ 

・小松市墓地（向本折）の応募状況について 

 

【農林水産課】 

   議案第92号 指定管理者の指定について中関係部分 

     

【環境王国こまつ推進本部】 

  議案第92号 指定管理者の指定について中関係部分 

 

 



 

 

＜経済観光文化部＞ 

【観光交流課】 

  議案第92号 指定管理者の指定について中関係部分 

＜報告事項＞ 

 ・遊泉寺銅山跡整備事業について 

  ・滝ヶ原西山石切り場跡ライトアップについて 

   ・イメージキャラクターＰＲ活動並びに歌舞伎のまち小松 春の巻 PRについて 

 

【文化創造課】 

＜報告事項＞ 

 ・第６回小松ビジュアル俳句コンテストの応募結果について 

・駅東駐車場敷地内八日市地方遺跡確認調査の成果について（埋蔵文化財センター） 

・埋蔵文化財センター1～3月期の企画について（埋蔵文化財センター） 

 

【国際都市推進課】 

＜報告事項＞ 

    ・小松・台北便におけるLCCの就航について 

     ・台湾・彰化市への青少年訪問団派遣について 

 ・ホストタウンの登録について 

  

   

６．委員長報告の要旨 

■屋外広告物条例制定に向けての考え方について 

 東京オリンピック・パラリンピックや新幹線小松開業の大交流時代の到来を控え、屋外広告物

のあり方について、市民や事業者の皆さまと共に、広告物の色や大きさ等、一定のルール作りを

検討していきたいとのことであります。 

石川県との協議を重ねながら、小松の地域特性に応じた景観保全を組み込んだ条例の制定をこ

れから進めていきたいとのことでありますが、既存の小松市景観条例との整合性などを議会と十

分に議論するよう、進捗状況の報告や必要となる資料の開示等、積極的な情報提供を求めました。 

また一部の委員より、安易に条例を制定するのではなく、既存の条例を改正すること等で対応

すべきとの意見が出されました。 

 

■議案第85号 小松市環境美化センター条例及び小松市廃棄物の減量化及び適正処理等に関する

条例の一部を改正する条例について 

クリーンセンターの稼働にあわせて、２つの条例の一部を改正し、平成30年７月１日に施行す

るものであります。 

小松市環境美化センター条例については、敷地一帯の名称をエコロジーパークこまつに変更す

るとともに、昭和58年稼働の焼却施設を廃棄物の焼却及び発電機能を持つ施設に更新し、施設名

称をクリーンセンターとするための改正であります。また、小松市廃棄物の減量化及び適正処理

等に関する条例については、手数料を、従来の車両制からごみ量に応じた重量制へと、公平で分

かりやすい料金設定に改正する等の規定を整理するものとのことであります。 

廃棄物の焼却による熱エネルギーについては、効率的な利用の方法として発電に活用し、発電



 

 

量の半分を施設の自己使用、残りは売電するとのことでありますが、今後、発電だけではない熱

エネルギー活用法等、総合的な活用にも取り組んでいくよう求めました。 

 

■小松市墓地（向本折）の応募状況について 

 11月27日より墓地使用者の募集を開始している小松市墓地（向本折）の30区画について、応募

状況や抽選方法の報告を受けたものであります。 

次期区画の整備については、30区画程度を計画していくとのことでありますが、今後の社会情

勢や限られたスペースの有効活用を考慮し、引き続き使用区画の整備を行っていくよう求めまし

た。また、合葬墓等の先進事例もあることから、本市のニーズを踏まえ検討していくよう求めま

した。 

 

■小松・台北便におけるＬＣＣの就航について 

 国内で10都市目として、平成30年１月18日に小松空港にタイガーエアー台湾がＬＣＣとして就

航し、現在のエバー航空と合わせるとデイリー化が確保され、インバウンドだけでなくアウトバ

ウンドも期待できるとのことであります。 

 


